
50 4-2024

会 場となった同志社大学は、高等教育機関として

障害がある学生たちのアクセシビリティ支援の

先駆者である。戦前 1937年にヘレン・ケラー氏が同

志社女子部で講演し、戦後間もない 1949年には入学

試験における点字受験対応を日本の大学として初めて

実施するなど早くから取り組む。2000年に障がい学生

支援制度、2008 年には「障がい学生支援室」を設置し、

2021年から障がい学生支援室を「スチューデントダイ

バーシティ・アクセシビリティ支援室」（SDA 室）と、

障がいの名称を外してきた。すべての学生が学びの機

会に等しく「アクセス」できる考えから、アクセシビリ

ティの確保を優先して考えたという。

　会場を提供した SDA室の酒井優係長は「外部の企

業や団体の皆さんと交流し、アクセシビリティについ

ての議論を多彩に展開したい。そこから大学との新た

な連携が生まれることを期待している」と話し、障がい

学生やノートテイク、映像文字起こし、手話通訳など

のサポートスタッフも参加した。

◆

　テレビ放送における字幕放送は、1983年 10月に

NHK 連続テレビ小説『おしん』で文字多重放送による

実験放送を行い、1985年 11月から NHK連続テレビ

小説、日本テレビ『それは秘密です !！』、関西テレビ・

フジテレビ『一枚の写真』で始まった。現在は地上デジ

タル放送の字幕規格 ARIB 方式が採用されている。

　主催した G メディア・北村幸弘執行役員は「2016

年から当事者の意見・感想を直接聞く字幕モニターに

取り組んでいる。字幕モニターとしてろう者や中途失

聴者、家族にろう者がいる方など、多様なメンバーに

依頼。より見やすく、わかりやすい字幕を目指して、こ

うした成果を業界へ還元するために他の字幕制作会社

にも呼びかけ、意見交換会を 2020年から開催してき

た」と狙いを話す。

　意見交換会ではGメディアが用意した事例（ケース）

をテーマに意見を交換した。

ケース❶  環境音をどう文字化するか

風の音、犬が鼻を鳴らす音、セミの鳴き声など、スト

ーリーに関係して伝えるべきかどうか。

ケース❷  「・・・」（ 3 点リーダー）の使い方について

放送局側の意図と視聴者側の汲み取りにそごがある。

ケース❸  色分け表示について

白、シアン、黄、緑の 4色の利用は色覚障がい者の見

同志社大学 志高館の大教室に 1 月 27日、NHK グローバルメディアサービス（以下、G メディア）主催の「字幕
モニター意見交換会」に約 80人が集まった。目的は「聴覚障害者にとってより見やすく、より分かりやすい字幕
を目指し、そのための工夫や方法を出席者同士で考えていく」ことで、G メディアが依頼する聴覚障害者の字幕
モニターや字幕制作会社、放送局などの関係者が話し合った。会場にはワードワープ社がリアルタイム字幕を
スクリーンに表示する情報保障もあった。 （レポート：吉井 勇・本誌編集部）

同志社大学烏丸キャンパス志高館 110 番教室で開催された第 2 回字幕モニター意見交換会

約80人が
参加

「第2回字幕モニター意見交換会」
NHKグローバルメディアサービス主催NM
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